
　　　

昭和15（1940）年5月28日茨城県水戸市にて生まれる。

昭和39（1964）年東京大学仏文科卒。文芸春秋新社に入社するが、再び大学に籍を置きながらフリーライターとして活

動する。一躍名を知られるようになったのは、昭和49（1974）年に「文芸春秋」に発表した「田中角栄研究」で、田中金

権政治の実態を暴き、同年11月の首相退陣への引き金となった。

代表著作に、「日本共産党の研究」「中核VS革マル」「宇宙からの帰還」「サル学の現在」「田中角栄と私の９年間」

「精神と物質」 「電脳進化論ーギガ・テラ・ペタ」など。令和3（2021）年4月30日死去。享年80歳。


